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ビーだまのように、キラリと光る一冊を 

 2023年 1月～12月に発行された本の中から、とくにおすすめの本を紹介します 

どんぐりどんぐり 

降矢なな／さく 福音館書店 

かあさんりすが、どんぐり拾いに出かけました。

落ち葉の中から「ひとーつ」、小石の中から「ふた

ーつ」と見つけます。ところがつまずいて、かご

からどんぐりが飛び出しました。 

どんぐりを探したり数えたりして、親子で遊べ

る絵本。           ［赤ちゃん～］ 

なにができる？ 

キボリノコンノ／さく PHP研究所 

四角い木片が一つ。「とんとん かんかん ぎこ

ぎこ さくさく」と丸く削って、色をぬるとぷる

んぷるんのゼリーのできあがり。次は何ができる

かな？ 

木片で作られた本物そっくりの食べ物が、次々

に登場する写真絵本。       ［幼児～］ 



おばけえんはすぐそこです 

山崎るり子／詩 石黒亜矢子／絵 福音館書店 

ここは、おばけたちが通う“おばけ園”。二また

しっぽの古狐が先生です。ろくろっ首はなわとび、

大入道は積み木で遊びます。やまんばは、子ども

を食べすぎてお休みです。 

愉快なおばけたちをリズミカルな 15 編の詩で

紹介します。 

［幼児～］ 

へびのくび 

織田道代／作 きくちちき／絵 フレーベル館 

ぼくは、長い長いへび。とかげちゃんがやって

きて、くもの巣と花びらと葉っぱでつくったス

カーフをぼくの首にまこうとします。でも、「ぼ

くの首ってどこだっけ？」 

おおらかな絵のユーモラスな絵本。 

［幼児～］ 

あめがふってきたよ 

メアリー・サーフォゾ／文 ケイコ・ナラハシ／絵 木坂涼／訳 徳間書店 

女の子が外にいると、「ぽつぽつ ぱらっぱら

っ」と、雨が降ってきました。雨は土に穴をあけ、

土の匂いが広がります。「ぴちゃぴちゃ」「ざーざ

ーざざざー」。だんだん激しくなる雨の中、女の子

は傘から出て、ずぶぬれになって遊びます。 

雨の音や匂いなど、五感で雨を感じる絵本。 

［幼児～］ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



わたしのおにんぎょうさん 

でくねいく／さく・え 偕成社 

わたしは、お友だちにプレゼントする人形をお

母さんに包んでもらって出かけます。途中で包み

紙がカサカサ動き、人形が話しかけてきました。

「自分の足で歩きたいわ」。人形は、砂場やすべり

台で遊びだし、どろだらけになります。  

人形を大切に思う女の子の気持ちを丁寧に描き

ます。              ［幼児～］ 

エスカレーターとエレベーター 

小輪瀬護安／さく 福音館書店 

さんたろうくんは、デパートでエレベーターと

エスカレーターに乗りました。エスカレーターは、

たくさんの人を次々に乗せることができます。一

方、エレベーターは、離れた階まですばやく人を運

びます。 

エレベーターとエスカレーターの内部構造を簡

潔な線で図解します。        [幼児～］ 

みんなのいえ 

たしろちさと／著 文溪堂 

旅人が、荒れ果てた家にたどりつきました。天

井はくずれ落ちそうで、壁に大きな穴が開いてい

ます。旅人は、家を直し暮らし始めました。そこ

へ一人また一人と旅人がやってきて、家をどんど

ん居心地よく作り変えます。 

断面図で描かれた家が、にぎやかになっていく

様子にわくわくします。      ［幼児～］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ともだちはマーメイド まちにまったまほうのよる 

ブライオニー・メイ・スミス／さく・え ひびのさほ／やく 岩崎書店 

町に住むモリーとマーメイドのメルは大の仲良

し。今夜はマーメイドの月祭りです。月の光があ

る間だけ魔法がおこり、海の生き物は空中を飛ん

で町を探検できます。ところが、メルがモリーの

家で楽しく遊ぶうちに、月が沈み始めました。 

ちょっぴりスリリングなファンタジー絵本。 

[幼児～］ 

ぼくのじゃがいも 

ジョシュ・レイシー／作 モモコ・アベ／絵 みやさかひろみ／訳 こぐま社 

ペットがほしいアルバートに、パパがくれたの

はじゃがいもでした。アルバートは、じゃがいもを

「おじゃが」と呼んでいつもいっしょに過ごしま

す。ところが、おじゃがはどんどん古くなり、アル

バートは土に埋めることにしました。 

ユーモアの中に子どもの成長を感じる絵本。 

[幼児～］ 

やまをうごかしたミン・ローさん 

アーノルド・ローベル／さく こみやゆう／やく 好学社 

大きな山のふもとに暮らすミン・ロー夫妻。二

人は、山のがけから岩や石が落ちてきたり、日当

たりが悪いことに悩んでいました。そこで、ミン・

ローさんは、村の賢者に山を動かす方法を聞きに

いきます。 

とんちが効いた昔話風物語。   ［幼児～］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 


